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-『

自
治
制
發
布
五
十
周
年
記
念
論
文
集

』

を
讀
む

井

復

太

郧

本
年
は
我
國
の
自
治
制
發
布
五
十
周
年
：に
：當
り
、
國
運
の
興
隆
及
び
非
常
時
難
局
に
當
面
し
て
、
殊
更
に
自
治
制
の
意
義
が
顯
彰
せ 

ら
れ
る
と
共
に
*
交
嚴
密
な
批
判
と
稗
檢
討
を
受
け
る
の
機
會
を
持
つ
た
。
即
ち
明
治
二
十
ニ
年
四
月
十
七
白
に
初
め
て
市
•
町
•
村 

制
が
我
國
に
施
行
せ
ら
れ
た
の
：で
あ
つ
て
、
+其
の
.五
十
周
年
が
先
頃
盛
大
に
祝
賀
さ
れ
た
事
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い
所
.で
あ
る
。
財
團 

法
人
苽
京
市
政
調
奔
會
は
日
頃
、
市
政
、
都
市
問
題
の
硏
究
及
び
改
善
に
其
の
努
力
を
傾
注
し
て
來
て
ゐ
る
が
、
此
の
：機
會
：

H

於
い
て 

記
念
論
文
*

を
編
凝
し
：て
公
刊
於
附
し
た
。
之
れ
が
今
茲
で
紹
介
せ
ん
と
す
る『

自
治
制
發
布
五
十
周
年
記
念
論
文
集J

で
お
る
？
本
書 

は
各
方
面
の
横
威
者
に
依
囑
し
て
論
文一

一
十
數
篇
.を
集
錄
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
我
國
に
於
け
る
自
治
制
の
問
題
を
普
く
取
扱
つ
た
も 

の
と
沄
へ
る
。
參

考

：の
爲
め
に
收
錄
す
る
所
の
論
文
題
_
と
執
筆
者
と
を
揭
ぐ
れ
ば
左
の
通
で
ぁ
る
。.
 

•

苜
治
制
施
行
五
十
年
の
囘
顧
と
.地
，方
.自
治
の
諸
問
題
.
 

地

方

自

治

に

對

す

る

间

顧

，と

希

望

.：
'
,

地
方
自
治
.の
同
顧
と
將
來

蜃

史

_
•■
.

:

'

£
策
は
.嘉

：ぬ
如
く
な
し
し 

『

自
治
制
發
布
萁
十
周
银
記
念
論
文
集
|ぞ
饋
む
.
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,,『

自
治
制
發
布
五
十
揭
苹
記
念
論
文
集』

を
請
む 

地
方
自
治
ぬ
囘
顧
と
展
望
ゝ
'
.
.
.
.
”

:

三
新
法
時
代
と
自
治
制
の
制
定 

文
明
開
化
時
代
の
東
京
.
.

市
町
村
，に
於
け
る
私
法
關
係
公
益
金
業
法
の
發
展 

1

1
3*
^
し
て
司
法
裁
判
所
.判

例

よ

：
り
.
見

た

る 

'

地
方
自
治
'<
*

!

我
國
の
新
聞
紙
，

;:
.
.-.
;
.

• 

'

■.

公
民
自
治
.
の
：
可

能

性■:.

.

一
地
方
行
政
組
織
の
.，基

礎

.

:

'■
.

.

地
方
®

治
組
織
に
於
け
る
執
行
機
關Q

:

强
化
.
- 

市

町

村

行

政

：
の

政

'
治

化

■ 
0 

0 

0 

V:ぐ

東
京
市
に
關
ず
る
特
別
地
方
制
度
に
就
い
て
.
.: 

地
方
自
治
制
の
過
•

現
•
未 

自
治
制
度
改
革
の
必
要
と
其
の
方
策 

靑
年
學
校
義
務
制
に
就
て 

地
方
税
論 

.

地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
.
.

.地
方
儀
會
の
選
擧
制
度 

.
弓

家

七

郞

 

.
:
.地
方
自
治
制
度
改
正
の
根
本
觀
念
.

.

. 

佐

'
 
木

惣

一

.

自治制五十年統計摘要

 

猪

間

.
驥

：一
.

以
上
一
一
十
三
篇
、
い
づ
れ
も
我
國
地
方
自
治
制
の
顧
係
者
研
究
者
の
權
威
あ
る
筆
に
な
っ
て
お
り
、
其
の
紙
數
菊
判
七
八
0
頁
に
及 

ん
で
ゐ
る
。
誠
に
市
政
調
茶
會
々
長
坂(

合
芳
郞
男
が
そ
の
序
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
通
り「

記
念
出
版
物
と
し
て
最
も
適
當
且
つ
貴
重
な 

る
も
の
た
る
こ
と
■を
斷
言
す
る
*-
に
悼
ら
ぬ
.で
あ
ら
ぅ
。

U

現
在
"
我
國
の
地
方
自
治
制
は
色
々
と
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
、
，殊
に
市
制
，の
如
き
は
、
東
京
市
の
都
制
問
題
を
中
心
と
し
て
恰
も
市 

民
の
自
治
能
力
を
否
定
す
る
が
如
き
情
勢
に
あ
る
。
東
京
市
政
調
^

#
は
、
此
の
記
念
論
文
集
の
刊
行
と
一
緖
に
，
此
の
方
面
に
、深
き 

關
係
を
有
す
る
人
士
に
，「

自
治
五
十
年
の
歷
史
を
顧
み
、'
其
の
感
想
乃
至
そ
の
將
來
へ
‘の
展
望
或
は
自
治
制
上
の
問
題
に
關
す
る
意
見 

の
披
瀝
を」

請
ひ
、
之
れ
に
對
す
る
四
十
餘
の
囘
示
を
雜
誌
*=
1
都
市
問
題』

(

昭
和
十
三
年
四
月
號)

に
掲
載
し
て
ゐ
る
。
此
の
间
答
：に
.ょ 

つ
て
見
.る
と
、
.
.我
國
自
浒
制
の
業
績
及
び
運
行
に
.對
す
る
意
見
は
大
局
的
に
其
.の
功
績
を
認
む
る
に
吝
か
な
ら
ざ
る
者
と
其
の
意
義
.に 

就
い
.て
.疑
問
視
す
る
者
と
が
略
、
相
半
し
て
ゐる
。しかも

前
者
と
雖
も
，'
.全
幅
的
拉
現
在
：.の
_
治
制
運
行
を
.そ

の

ま

、
承
認
し
て 

ゐ
る
者
は
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、「

自
治」

な
る
も
0
の
本
質
に
就
い
て
は
兎
に
角
と
し
て
、
現
在
の
侧
度
及
び
そ
0
'運
^
^

V

は
殆
'ど
金
部
が
批
判
的
で
^
る
と
：見

て

差

支

，な
い

i
思
は
れ
る
？

し
か
し
、
如
何
に
批
判
す
る
者
と
雖
.も
、
，現
行
の
"ま
、
.の

自

治

制

が

、
：
我

國

々

運

：
の

.興

隆
.に

伴

つ

て

此

’
の

3£
十

年

間

：：に
多
大

^
効
果 

を
擧
げ
て
來
た
事
を
全
く
否
：定
す
る
者
は
無
か
ら
ぅ
。
：明
治
ニ
.十
二
年
の
制
定
ざ
れ
，た
當
時
と
：現
代
と
を
比
較
し
て
.

す
る
事
は
寧 

『

自
治
制
發
布
五
十
周
银
閱
念
論
文
集』

，を
.請
.む 

」

0
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『

自
治
制
錢
布.
五
'十
周
：年
記'念
論.
文

裹
$:
'.
讀.
む
：' 

1
:0

八

.C

八
—.
八)

ろ

滑

穑

で.あ

る

がV

M
定
#:
哮

に

あ

づ̂
:は

恐
&'
ぐ

近

代

：的

な

自

治

1

1

:に
：
不

慣

れ

：
な

^

^
に

對

し.て
.之

れ

が

充

分

利

用

さ

れ

^

果

を 

現

は

し

離

か
0
だ

事

ぱ

瓶

像
.に

難

く'な)

:0
.明
.治」

一
十
一.

1'

年
^

^
ふ

翁

に> 
地
：方

湯0
製

を

樹

く

が

如

き

：は

、
.
：
多
分
忆
革
新
性
を
へ 

宿

す

各

と

共に
，高
邁

識

達

：
の政
治

家

に.ょ
る

r

制
度
の
進
步
性
系
充
分
窺
は
れ
るO
C穆
地
方
自
治
制
の
制
定
に
、
國
家
的
立
場
が 

作
用
し
て
ゐ
た
事
は
別
段
に.不
思
議
で
な
く
、.プ
.■ロ

イ
セ
ハ
ン
：

.«>
:
シ
ュ
タ
イ
ン

r
.
c

ル
，.デ

ジ

べ.ル

：
ク.■の

市

制

々̂
が

ナ
.ボ
レ>
 

の

打 

擊

，に

對̂
る
0!
1

復

圮

就̂

て
(0
.#:
.慮

，
に'出
.で
，
た

る

と
.同

樣

に

我

國

に

於

：
い

て

も

「

國

事

：
に

住

ず

る

.の
！̂

を
養
成」

し「

將
來
立
憲
' 

の

制

に

於.て

國

家

苜*:
の

避
5:
樹
0
、
る
0
,根
源」

た
ら
し
め
ル
事
が1理

由

：に

な

っ

：
て

み

る

^

ぞ
と
：は
全
然
性
質
を
異
，に
し
：て
ゐ
る
：か

.で
\

普
通
、
；
都
市
自
治
表1
$

:(
!
:
中
世
都
市
を
先
づ
妃
驢
者
と
し
で

'擧

げ

て

來

る

が

：
、
，
：
現

貸
 

浪

制

は

、
，
現

代

國

家

の

'
行
政
的
體
制
に
伴
ふ
現
'象
で
あ.る
事
が
判
然
ぢ
さ
れ
ね
«

な
& ;

ぬ
>

;

;
. 

:

>

-:
.
:
:

' 
.W

/-
1
制
捭
の：

迆
崁
性」

と
は
制
度
の
持
っ
：：啓
蒙
的
意
義
を
指
す
。
：：元
來
制
度
と
人
ど
は
一
；物
の

.
兩
面
で
知
っ
て
、
制
度.を
持
っ
社
會
の
入
的
條
件
.

:

が
、
同
時
に
そ
の
制
度
の
.
體
樣
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が"
他
方
、
：
制
度
が
此

Q

人
的
條
件
：

の
：： I

般
性
ハ
犬
衆
性'に
先
行
し
て
、
新
時
代
の
：
 

敎
養
に
國
民
な
り
大
衆
办
り
を
導
入
す
る
役
目
を
果
す
事
が
あ
る
。
之
れ
が

『

制
度
の
漼
涉
性」

で
あ
っ
て
、
革
新
的
機
運
の
動
く
社
會
に
在
っ 

:て
竹
、
，殊
に
有
能
な
指
導
者
の
下
に
、
：漼
步
的
な
'制
度
が
國
家
百
世
の
礎
を
樹
っ
る
の
働
き
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。

三.
 

ソ

' 

'
V
.
.
. 

.

. 

- , 

. 

■ 

.
,'
.

.

.

.

-

元
来
、
社
會
集
幽
が
大
き
く
な
.り
、
其
の
.生
：活
が
複
雜
と
な
る
に
連
れ
て
、
'生
活
の
規
律
盤
調
が
中
央
.一
途
に
ょ
っ
て
金
部
行
は
れ 

得
る
も
の
で
は
な
い
。
其
處
に
ど
ぅ
し
て
も
地
方
的
な
規
律
及
び
整
調
が
補
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
を
生
ず
る
。
近
代
自
治
制
は 

正
に
ソ
レ
で
あ
っ
て
、
近
代
國
家
の
中
^
集
權
が
完
成
す
れ
ば
す
る
程
、
反
面
的
に
必
要
な
制
度
で
あ
っ
た
。
取
に
自
治
と
宫
治
と
を 

對

立

的

に

考

：
へ
る
の

.は
現
代
自
治
制
の
根
本
を
誤
認
し
て
ゐ
る
も
の
と
一K
へ
よ
う
。
元
來
地
方
的
集
團
生
活
を
組
織
す
る
に
一
一
つ
の
方

向
が
あ
る
，
其
の1

:

つ
.社
私
的
組
織
で
他
.の
一
づ
.が
公
的
組
織
：で
あ
る
。
前
者
の
代
表
例
は
、
經
濟
生
.活
で

之

れ

，は
、
.
市

場

組

織

と

な 

つ
：て
現
は
れ
る
、
後
苕
の
：代
表
例
は
：政
治
行
政
の
姐
織
で
^
で
沄
ふ
^
方
自
治
制
が
ゾ
レ
-に
當
る
.
o此

の

私

的

公

的

の

組

織

が

地

，方
的 

'集
團
坐
活
を
擊
調
し
て
行
く
の
で
'あ
る
が
、
共
の
割
合
は
決
し
て
一
様
で
な
い
。
例
へ
ば
、
敎
育
の
如
き
公
的
組
織
.に
ょ
る
を
主
と
す 

る
場
合(

小
學
校
敎
育)

に
も
な
■ほ
私
的
組
織
の
存
在
す
る
餘
地
が
あ
る
。
反
さ
、
fe
濟
活
動
の
如
き
は
主
と

し
..て
，
私

的

姐

織

に

委

ね

ら 

れ
て
ゐ
る
に
^
し
て
、
特
殊
の
活
動
は
公
的
組
織
を
以
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
公
益
企
業
が
そ
れ
で
あ
る
。
從
つ
て
公
私
の
別
を
以
つ 

て
分
類
す
る
な
ら
ば
公
的
な
も
：の(

瞥
察
治
安)

準
公
的
な
も
の
.
®育
•土
木
•衞
坐
•社
會
.囊

)

半
公
的
な
も
.の(

公
益
企
業 

•i
のC

諸
猫
的
企
業)

等
に
.區
別
す
る
事
が
出
來
る
6
自
治
制
：̂
は

、

地
，
方

生

活

を

盤

調

す

る

上

に

「

公

的

組

徽

」

を

認

め

た

も'€
>
に
外
な 

4

な
，
い

ゃ

唯

、

■，生
：活

が

廣

く

な

り

複

雜

に

為

る

.と
、
中
央
的
に
は
無
關
係
..な
地
方
的
生
活
事
象
も
：•
之
办
に
何
等
か
の
形
式
を
與
へ
ぬ 

'と
、
：.問
題
.の
處
理
が
，闲
難
と
な
り
、
.効
果
を
擧
げ
雛
く
な
る
。
地
方
自
治
制
は
、
.:
此
の
形
式
を
與
■へ
た
も
の
に
外
な
.ち
ぬ
が
故
に
、
其 

.の
意
義
は
、
此Q

形
式
に
ょ
る
効
果
性
.の
問
題
と
な
つ
て
來
る
。
此
の
”問
題
は
、
從
つ
て
、
人H

的
自
治
制
と
自
然
的
自
治
制
の
關
係 

.で

.あ
り
、-
.兩
者
の
關
係
は
現
在
再
.：び

問

題

と

し

て

取

1;
げ
ら
れ
て
ゐ
る
、
町
內
會
、
■部
落
法
め
問
題
が
そ
れ
：で
あ
る
’。
他
方
、
人
：

H

的 

:な
_
治
制
が
餘
j
に
も
制
.
1
:
的
で
あ
り
、
從
つ
.て
地
方
の
生
活
實
情
に
挪
せ
ぬ
と
沄
ふ
點
も
指
摘
さ
れ
ょ
ぅ
;:
-
0

(

例
へ
.ば

特

別

市

制

乃

至 

.は

：都

制

案0如
き
は
、'
此
の
關
係
か
ら
生
れ
た
要
求
で
あ
る)

-

:

'

じ
：
：
、
.
.
：
：

 

0 

.

.

.
加：>
 る
意
味
で
自
治
Co
.問
題
を
：取
扱つ
て
來
る
と
、
前
.記
の
論
文
.集
が
.可
'な
り

の
程
度
，に
|l
i

系
的
に
編
築
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
氣
が
つ 

-く
で
紅
ら
.ヶ
。
水
跸
氏
ば
自
浒
制
施
行
前
後
の
經
»
を
物
語
る
に
そ
.，
の

經

歷.、.資
格
に
於
い
て
‘最
も
好
適
で
.あ
り
、|1
'卦
川
氏
の
硏
究
は 

.翦

村

_

治

制

ね

先

驅

で

あ

る

 
一
一1
法
制
^
を
1

0
て
水
^

^
の
論
文
を
補
烛
す
る
、
菊
地
氏
は
自
治
史
觀
を
捉
6
て
、我
國
古
來 
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慕

五

：十

周

年

文

愚

養
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_
ニ
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5
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)

自

洽

の

可

能

性

」

蠟

山

氏

の

「

地

方

行

政

羅

の

、
碧

：

」

渡

邊

：氏
の
：
過

方

自

治

組

織

に

を

る

執

行

機

關

0
强

化
.

」

.宇

資

田

氏

の̂:市

町

村

； 

.行

政

：の

政

治

化

」

人

江

氏

の

「

^
縣
論」

杉
村
氏
の「

地
方
自
治
制
0
:過
.
現
.

,
弓

家

氏

受

地

方

議

會

の

：
選

霞

度

.
&

自
治
制
度
改
芷
の
根
本
觀
念u

岡
崎
氏
の「

自
治
制
度
改
革
の
必
要
と
其
の
方
策」

等
は
自
治
の
本
質
及
び
組
織
に
關
し
て
各
々
適
切
な 

る

研

究

及

：び

意

見

：
に
傾
聽
し

.得

.る
も
の
で
，
あ
る
.、
，
平.野
，氏
の
，公
益
企
業
法
の
發
展
に
關
す
る
論
文
は
、
前
述
し
た
、
地
方
的
集
團
生
话 

中
の
公
•私
的
組
織
に
跨
る
問
題
を
狙
つ
て
逃
さ
ず
.
神
戶
、
汝
見
の
兩
味
の
地
方
財
政
論
は
、
之
れ
又
、逸
す
可
か
ら
ざ
る
重
要
點
で
，
 

あ
る
。
愁
を
沄
へ
.
.ば
、
是
等
の
77
而

の

論

文

が

も

つ

と

澤

山

あ

つ

セ

も

ょ

か

づ

た

の

で

，
は

無

い

'か
i
思
は
れ
た
、
尤
も「

自
治
制」

の
問 

題
は
行
政
學
的
な
境
域
‘で
：あ
る
か
'ら
法

制

的

硏

究

：が

主

と

な

-る

の

は-̂
む
を
得
な
い
と
し
て
，
自
治
制
そ
0
も
の
に
合
せ
て
自
治
體
そ 

のもの：、

硏

.究は必要でもあり重要でる。

.こ
れ
#
避
濟
學
的
价
究
境
域
に
立
つ
.評
者
丈
け
の
#
望
で
は
あ
る
ま
い
。
此 

の
意
味
で
編
築
上q

異
色
を
加
田
历
の.「
文
明
開
化
時
代《

東
京」

と
.近
藤
氏Q

「

地
方
自
始
政
と
我
國
の
新
^
®」

の 
一
s
 g

•見
出
すO 

前
者
は
文
明
開
化
が
示
し
.た
.

_
様
相
の
變
化
に
近
代
自
治
制
.の
.連
繫
を
見
、
後
者
は「

輿
論
し
に
：自
治
政
へ
の
謹
な
.意
管
認
め
さ 

せ
て
ゐ
る
°
硏
究
そ
0
も
の
は
勿
論
乍
ら
、
編
者
の
認
..識
力、.：

ょ
く
是
等
の
.問
題
局
相
を
逸
す
る
事
な
：か
つ
た
に
對
し
て
多
大
の
敬
意 

を
表
す
る
？
關
ロ
氏
の「

靑
年
擧
校
_
務
制
に
顧
て」
も
亦
、
此
の
異
色
あ
る
編
貘
の
部
に
加
へ
ら
^
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
論
文
は
特
に 

「

自
治
制」

.と
の
聽
を
.强
調
せ
ら
る
'
所
は
無
い
が
、
地
方
自
治
に
對
し
て
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
事
は
何
人
も
異
議
な
き 

所
で
あ
ら
ぅ
， 

..

淸
水
.氏
の「

東
京
市
に
關
す
る
特
別
地
方
制
度」

は
我
掘
地
方
自
治
制
を
問
題
に
す
る
場
合
、
當
然
缺
け
て
は
な
ら
ぬ
項
目
、
唯
、
こ 

V
で
も
.f

1K

ふ
な
ら
ば
、
も
う
i

1
1篇
、
東
京
市
制
1
對
象
と
す
る
も
の
が
ぁ
っ
て
差
支
な
か
っ
た
ら
ぅ
0
小
橋
萸
京
市
良
の
一

文
は「

卿
か
脒
惙
の
一
端
を
派
ぶ
る」

に
過
ぎ
な
如
っ
た
事
が
爲
め
に
若
子
の
邋
憾
爻
思
は
せ
る

6 

最
後
に
猪
間
氏
の「

_
治
制
五
十
年
銃
針
摘
要」

に
市
政
調
赍
會
獨
特
の
用
意
周
到
さ
を
見
た
が
、
か
、
る
點
は
編
苕
自
か
ら
自
負
せ 

ら
る
、
听
で
な
か
ら
ぅ
か
？
若
し
更
に
自
治
制
に
關
す
る
文
献
も
，
本
論
文
集
に
集
錄
せ
ら
る
、
事
あ
っ
た
な
ら
ば
と
望
蜀
の
慾
も
出 

す
0
此
の
文
献
集
は
雜
誌『

都
市
問
題』

の
四
^
號
に
收
錄
し
て
あ
る
の
で
、
重
複
の
嫌
も
あ
ら
ぅ
が
、
單
行
本
と
し
て
の
性
質
上
、
重 

ね
て
收
錄
の
勞
は
取
ら
れ
た
方
が
ょ
か
つ
た
と
思
は
れ
る
。

五

扨
、
色
々
.と
批
評
し
て
來
た
が
、
事
實
慾
を
一K

へ
ば
際
限
が
無
い
。
例
へ
ば
部
落
會
町
內
會
等
の
問
題
は
、
蠟
山
、
菊
地
そ
の
他
の 

諸
氏
が
取
扱
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
獨
立
に
一
論
文
位
あ
つ
て
も
良
か
っ
た
と
思
ふ
し
、
前
述
し
た
様
に「

來
京」

の
問
題
を
も
っ
と
徹
底 

的
に
取
极
っ
て
も
み
た
か
っ
た
し
、
經
濟
*社
龠
方
面
の
論
文
が
も
少
し
あ
っ
て
も
ょ
か
っ
た
と
思
ふ
。
し
か
し
論
文
集
と
な
れ
ば
、仲 

々
註
文
通
り
に
行
か
ぬ
も
の
で
あ
り
*
編
築
者
の
苦
心
は
充
分
察
す
る
事
が
出
來
る
。
恐
ら
く
編
貘
者
の
理
想
的
な
編
輯
と
は
成
り
難 

か
っ
た
に
相
違
な
い
。

我
國
自
治
制
の
.五
十
周
年
.を
視
賀
し
、
な
ほ
其
の
眞
正
の
.成
集
を
致
す
爲
め
に
硏
究
努
力
の
必
要
あ
る
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
m
京

.
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.

市
政
調
喪
會
が
日
頃
常
に
機
會
あ
る
每
に
、
此
の
方
面
の
發
展
に
盡
力
し
て
止
ま
ざ
る
を
偉
と
し
、今
や
又
其
の
一
表
現
.と
し
て
の
.

『

自

治
制
發
布
五
■十
周
年
記
念
論
文
集』

を
評
す
る
に
當
っ
て
滿
腔
の
敬
意
を
表
は
.す
所
以
で
あ
る
。
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昭
和
十
三
年
芄
月
ニ
十
八
日
稿

)

『

自
治
制
發
布
芄
十
周
苹
記
念
論
文
集
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